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●CDM/CDM-Mega工法の改良形状

深層混合処理工法（CDM 工法）は、他の地盤改良工法に比べて、もともと変位の少ない工法として広く採用されてきましたが、変位低減
型深層混合処理工法（CDM-LODIC 工法）では、従来の撹拌混合翼の上部にスクリューを取り付け、挿入機械体積とセメントスラリーの投
入量に相当する土量を排出することにより周辺の地盤や構造物に影響を与えることなく施工することを可能にし、全国各地で採用され相当量
の施工実績（2019 年 3 月末現在 830 万 m3）があります。
従来は撹拌混合翼引抜時の羽根切り回数で混合度を管理していましたが、貫入時の回数を考慮し混合効率を最適化した貫入加算型の羽根
切り回数管理方法の採用により、10% 以上施工効率が向上しました。 
また、施工管理システムと連動したより適切かつ敏速に排土量を管理する施工方法を確立し、更に信頼性の高い施工を行います。

●排土機構と変位低減のしくみ

改良径を拡大することでコスト低減と工期の短縮をはかる工法です。

CDM-EXCEED工法

NETIS登録番号：CBK-190001-A

〈次世代型大口径
 深層混合処理工法〉

φ1,600mm×2軸の次世代型大口径深層混合処理工法です。
CDM-EXCEED 工法は、CDM 工法で長年培ってきた知見を基に内圧緩和翼と圧縮空気設備などの補助装置と地盤特性、材料特性、機械
特性を総合的に検討し施工仕様を決定するプロセス設計を導入することで、高品質かつ効率的にφ1,600mm×2 軸の大口径施工を可能と
する新しい発想の次世代型大口径深層混合処理工法です。

機械化施工技術の発展に伴い、近年は機械設備の大型化が加速され、大断面、大容量施工が求められるようになりました。この要望に応え
るべく開発した陸上 CDM 工法が、大径型深層混合処理工法（CDM-Mega 工法）です。
この CDM-Mega 工法は、従来型のCDM2 軸機 (φ1000 ㎜×２) の良さを継承しつつ、改良径をφ1200 ㎜～φ1300 ㎜、また、単軸
機の場合は改良径をφ1600 ㎜にまで拡大することにより、工期が短縮でき、コストも低減することができるなど、さらに多くの付加価値の
あるものといたしました。

特長
○φ1,600mm×2 軸の大口径施工により大

幅なコスト縮減と工期短縮が期待できます。
　（打設長１５ｍの場合、最大約２５％のコスト

削減、最大約５０％の工期短縮が可能です。）
○内圧緩和翼を標準装備することで、スラリー

吐出やエアー削孔による地中内圧をスムー
ズに地上に排出します。

○地盤特性、材料特性、機械特性を総合的
に検討し施工仕様を決定するプロセス設計
を導入することで撹拌効率が向上し、より
高品質でバラツキの少ない改良体が得ら
れます。

内圧緩和翼は、注入スラリーや
削孔補助用エアーにより生じた
撹拌軸周辺の地中内圧をス
ムーズに地上に排出させます。

●内圧緩和翼の一例

形状改良面積改良径

φ1,600mm×2軸
（ラップ）

3.92㎡

1,400

1,
60
0

3,000
ラップ長200mm

改良面積

φ1,600mm×2軸
（接円）

4.02㎡

1,600

1,
60
0

3,200

形状改良径



●CDM/CDM-Mega工法の改良形状

深層混合処理工法（CDM 工法）は、他の地盤改良工法に比べて、もともと変位の少ない工法として広く採用されてきましたが、変位低減
型深層混合処理工法（CDM-LODIC 工法）では、従来の撹拌混合翼の上部にスクリューを取り付け、挿入機械体積とセメントスラリーの投
入量に相当する土量を排出することにより周辺の地盤や構造物に影響を与えることなく施工することを可能にし、全国各地で採用され相当量
の施工実績（2019 年 3 月末現在 830 万 m3）があります。
従来は撹拌混合翼引抜時の羽根切り回数で混合度を管理していましたが、貫入時の回数を考慮し混合効率を最適化した貫入加算型の羽根
切り回数管理方法の採用により、10% 以上施工効率が向上しました。 
また、施工管理システムと連動したより適切かつ敏速に排土量を管理する施工方法を確立し、更に信頼性の高い施工を行います。

●排土機構と変位低減のしくみ

改良径を拡大することでコスト低減と工期の短縮をはかる工法です。

CDM-EXCEED工法

NETIS登録番号：CBK-190001-A

〈次世代型大口径
 深層混合処理工法〉

φ1,600mm×2軸の次世代型大口径深層混合処理工法です。
CDM-EXCEED 工法は、CDM 工法で長年培ってきた知見を基に内圧緩和翼と圧縮空気設備などの補助装置と地盤特性、材料特性、機械
特性を総合的に検討し施工仕様を決定するプロセス設計を導入することで、高品質かつ効率的にφ1,600mm×2 軸の大口径施工を可能と
する新しい発想の次世代型大口径深層混合処理工法です。

機械化施工技術の発展に伴い、近年は機械設備の大型化が加速され、大断面、大容量施工が求められるようになりました。この要望に応え
るべく開発した陸上 CDM 工法が、大径型深層混合処理工法（CDM-Mega 工法）です。
この CDM-Mega 工法は、従来型のCDM2 軸機 (φ1000 ㎜×２) の良さを継承しつつ、改良径をφ1200 ㎜～φ1300 ㎜、また、単軸
機の場合は改良径をφ1600 ㎜にまで拡大することにより、工期が短縮でき、コストも低減することができるなど、さらに多くの付加価値の
あるものといたしました。

特長
○φ1,600mm×2 軸の大口径施工により大

幅なコスト縮減と工期短縮が期待できます。
　（打設長１５ｍの場合、最大約２５％のコスト

削減、最大約５０％の工期短縮が可能です。）
○内圧緩和翼を標準装備することで、スラリー

吐出やエアー削孔による地中内圧をスムー
ズに地上に排出します。

○地盤特性、材料特性、機械特性を総合的
に検討し施工仕様を決定するプロセス設計
を導入することで撹拌効率が向上し、より
高品質でバラツキの少ない改良体が得ら
れます。

内圧緩和翼は、注入スラリーや
削孔補助用エアーにより生じた
撹拌軸周辺の地中内圧をス
ムーズに地上に排出させます。

●内圧緩和翼の一例

形状改良面積改良径

φ1,600mm×2軸
（ラップ）

3.92㎡

1,400

1,
60
0

3,000
ラップ長200mm

改良面積

φ1,600mm×2軸
（接円）

4.02㎡

1,600

1,
60
0

3,200

形状改良径



CDM- コラム工法は従来工法に比べ、大断面施工を可能とした2軸機械
撹拌式深層混合処理工法です。作業能率が向上し、工期の短縮が可能と
なりました。また装置は従来工法に比べ硬質土にも対応が可能であり、
オートジョイント、ロッドチェンジャーを装備し安全性にも優れています。 
また独自の攪拌翼形状と施工管理システムにより均一な品質の CDM-コ
ラムが得られます。

大断面、硬質地盤施工を可能とした工法です。

狭隘な水域で海上専用船による施工が困難
な場合、台船に陸上 CDM 機を搭載して、
潮 位 管 理 機 能 付 きシステム 管 理 装 置

（CDM-FLOAT システム）による管理を行
いながら施工する工法です。

建物密集地帯に面した
狭隘な水域でも施工可能な
台船を利用した工法です。

CDM-FLOAT システムの導入により施工現
場における潮位補正を管理し、リアルタイ
ムに処理機の先端深度を把握できるため確
実な施工を可能とします。

潮位を管理して深度を調整

陸上機を台船上で使用できる施工法

4軸同時施工を可能とし、施工能力のアップ、低コスト化をはかる工法です。

先端深度＝潮位－計測深度
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